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 冷所薬は冷蔵室のドアポケットへ  

プレアボイドとは薬学的ケアから患者の不利益（副作用、相互作用、治療効果不十分など）を 

回避あるいは軽減した事例を意味します。今回は、患者の使用状況を確認し 

薬剤の適正使用に貢献できた事例のプレアボイドを紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

患者背景 
 ▶腰部脊椎管狭窄症に対して椎弓形成術予定のため入院した患者  

    

【処方】 

フォルテオ皮下注キット600μg 

1日 1回 20μg  皮下注射 

薬剤師 

お薬を使われていて体調が悪くなったり、

何か困ったことはありませんか。 

薬剤の管理方法を確認することで、薬剤の適正使用に貢献できた。 

 

S さん 

骨粗しょう症の注射薬を使っています。 

朝に 1回です。 

そうでしたか。 

冷蔵室内でも、直接冷風が当たると製剤が凍ることが

あります。ドアポケットや野菜室など 

冷風の当たらない場所に保管するようにしましょう。 

体調は変わらず問題ありません。 

冷蔵庫に入れていたときに一度凍ったことがあって、

1週間くらい使えなかったことがあります。 

こんにちは。 

普段お薬をどのように使われているのか

教えてください。 

そうなんですね。これからは気を付けます。 

ありがとうございました。 
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